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Ⅰ　はじめに
　幼稚園教諭免許状を取得するためには，学内で
の講義の他，実際の教育の現場における実習が必
須となっている。本学においては教育実習として
4週間の実習を現場で行うこととなる。また，保
育士資格を取得するためには，学内での講義の他，
実際の保育や養護の現場における実習が必須と
なっている。保育実習ⅠおよびⅡとして272時間
の実習を現場で行うこととなる。実習にあたって
は，両実習とも事前および事後指導として時間を
確保し指導しているが，十分な指導が出来ている
か否かは，現場からの評価が物語ることとなる。
　本研究では，実習における実習生の自己評価と
実習先からの実習評価の差異を考察することによ
り，学生の自分自身に対する自己認識の傾向を知
るとともに，実習指導への示唆を得ることを目的
として行った。また，各実習指導におけるきめ細
かい指導をするための示唆を得るために幼稚園教
育実習と保育所実習において差異があるか否かに
ついても検討を行った。

Ⅱ　方法
調査対象：平成25年度の本学における2回生80
名（幼稚園教育実習のデータ）および平成23年度
の2回生57名（保育所実習のデータ）
　調査対象の学生はこども学科乳幼児保育コース
に所属し，保育士資格と幼稚園教諭二種免許状の
取得を目標としている。本学では，1年次9月に幼

稚園教育実習（前期：1週間），1年次2月に施設
実習（12日間），2年次5月に幼稚園教育実習（後
期：3週間），2年次7月に保育所実習（前半：11
日間），同9月に保育所実習（後半：11日間）を行っ
ている。
材料：図1は，本学で使用している幼稚園教育実
習評価表および保育所実習評価表である。
　幼稚園教育実習評価表においては4つのカテゴ
リーと20の下位項目からなっている。また，保育
所実習評価表は4つのカテゴリーと15の下位項目
からなっている。今回，幼稚園教育実習と保育所
実習の差異についても検討するため，下位項目に
関しては，類似している15項目をデータとして採
用した。
　以下は，データとして採用した4つのカテゴリー
と15の下位項目である。
Ⅰ実習態度
　1　……仕事に関して責任感や積極性がある（以下責

任感という）
　2　……明るさや協調性（以下明るさという）
　3　……挨拶や正しい言葉遣いができる（以下挨拶と

いう）
　4　……勤務上の諸注意を守る（以下勤務という）
Ⅱ子ども理解
　1　……発達段階の理解（以下発達段階という）
　2　……子ども一人ひとりの個性の把握（以下個性の

把握）という
　3　……子どもの友達関係の理解（以下友達関係の理
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解という）
Ⅲ保育技術
　1　……子どもとのかかわり方（以下かかわり方とい

う）
　2　……適切な言葉がけや説明の仕方（以下言葉がけ

という）
　3　……周到な指導計画と遂行力（以下指導計画とい

う）
　4　……教材や教具の準備と環境整備（以下教材の準

備という）
Ⅳ保育者としての資質
　1　……表情の豊かさや子どもへの愛情，思いやり（以

下表情という）
　2　……情緒，感情の安定性（以下情緒という）
　3　……誠実さや明朗性（以下誠実という）
　4　……研究心，向上心や創意工夫（以下研究心とい

う）
　本研究では幼稚園教育実習においては，後期実
習（2年次5月）に行く前の段階（2年次5月），保
育所実習においては，後半実習（2年次9月）に行
く前の段階（2年次8月）において自己評価を行っ
た結果と実習終了後，それぞれの実習先より返送
された評価を材料として用いた。評価は15の下位
項目に対し5点法を用い，5点を一番高い得点とし
た。なお，データの一部に欠損があった場合は，
そのデータを削除した。

Ⅲ　結果および考察
1　カテゴリー別の比較
　表1は4つのカテゴリーにおける自己評価と実
習評価（以下他己評価という）の平均であり，グ
ラフにしたものを図2として掲げる。

表1　カテゴリー別の自己評価と他己評価

保育所（自己評価） 保育所（他己評価） 幼稚園（自己評価） 幼稚園（他己評価）

Ⅰ　実習態度 3.4 4.08 3.67 3.96

Ⅱ　子ども理解 2.71 3.46 3.27 3.4

Ⅲ　保育技術 2.72 3.66 2.98 3.59

Ⅳ　資質 3.13 3.91 3.28 3.77

牛　込　彰　彦

図 1　本学の実習評価表（教育及び保育実習）
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　カテゴリーすべてにおいて，他己評価が自己評
価を上回っている。このことは，実習生が実習に
おける自己の認識を過小評価する傾向にあると捉
えることが出来る。また，他己評価に注目して保
育所と幼稚園を比べると，その差は0.2以内に収
まっており類似した傾向を示している。
　自己評価と他己評価の差に注目するとカテゴ
リーⅡの子ども理解やカテゴリーⅢの保育技術に

おける保育所実習前の自己評価が目立って低いこ
とが分かる。5月に幼稚園実習を終え，子ども理
解や保育技術において自分の力やその難しさを感
じたため，低くなったと考えられる。
2　カテゴリー毎の比較
　表2はカテゴリーⅠにおける下位項目の平均で
あり，グラフにしたものを図3として掲げる。

表2　カテゴリー1の自己評価と他己評価

保育所（自己評価） 保育所（他己評価） 幼稚園（自己評価） 幼稚園（他己評価）
Ⅰ−１　責任感 3.07 3.95 3.43 3.78
Ⅰ−２　明るさ 3.53 3.98 3.69 3.76
Ⅰ−３　挨拶 3.42 4.21 3.85 4.14
Ⅰ−４　勤務 3.57 4.19 3.69 4.14

図 2　カテゴリー別の自己評価と他己評価

保育所（自己評価）
保育所（他己評価）

幼稚園（自己評価）
幼稚園（他己評価）
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図 3　カテゴリー 1の自己評価と他己評価
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　カテゴリーⅠにおける下位項目に関してはすべ
ての項目で，他己評価が自己評価を上回っている。
自己評価に着目して比較すると，幼稚園実習に比
べて，保育所実習に対する自己評価の方が低くなっ
ている。また，他己評価に着目して比較すると，
幼稚園実習における評価よりも保育所実習におけ
る評価の方が高くなっている。保育所実習の自己
評価が幼稚園実習における自己評価よりも低いの
は，保育所実習の方が後に実施されており，幼稚
園実習において現場での保育等の難しさに直面し，

自身の評価を低くしたと考えられる。これに反し
て，他己評価は後に行われた保育所実習の方が高
くなっている。これは，幼稚園後期実習の3週間
を経て，このカテゴリーにおける学生の資質が高
くなったことや自己評価を低くしたゆえに，努力
したなどが考えられる。

　表3はカテゴリーⅡにおける下位項目の平均で
あり，グラフにしたものを図4として掲げる。

表3　カテゴリーⅡの自己評価と他己評価

　 保育所（自己評価） 保育所（他己評価） 幼稚園（自己評価） 幼稚園（他己評価）
Ⅱ−１……発達段階 2.56 3.63 3.18 3.4
Ⅱ−２……個性の把握 2.79 3.39 3.24 3.39
Ⅱ−３……友達関係 2.79 3.37 3.4 3.41

　保育所，幼稚園の比較において自他の差が大き
いのは，どの下位項目でも保育所であり，特に，
発達段階においてかなり大きな差がみられる。
　このことは，保育所実習における発達段階の理
解において学生が大きな不安を持っていると捉え
ることが出来る。保育園には，0歳から2歳までの
乳幼児がおり，それらの保育対象に対する経験が

ほとんどないことから，低い値を与えたとも考え
られる。これらのことより，０から２歳の乳幼児
に関する指導の充実を図る必要があると考えられ
る。

　表4はカテゴリーⅢにおける下位項目の平均で
あり，グラフにしたものを図5として掲げる。

表4　カテゴリーⅢの自己評価と他己評価

保育所（自己評価） 保育所（他己評価） 幼稚園（自己評価） 幼稚園（他己評価）
Ⅲ−１　関わり方 3.04 3.88 3.4 3.73
Ⅲ−２　言葉がけ 2.58 3.56 2.68 3.36
Ⅲ−３　指導計画 2.47 3.53 2.8 3.55
Ⅲ−４　準備等 2.77 3.68 3.03 3.73

図 4　カテゴリーⅡの自己評価と他己評価

保育所（自己評価）
保育所（他己評価）
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図 5　カテゴリーⅢの自己評価と他己評価

保育所（自己評価）
保育所（他己評価）

幼稚園（自己評価）
幼稚園（他己評価）
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　保育所，幼稚園の比較において自他評価の差が
大きいものは保育所であり，中でも指導計画にお
いてその差が著しい。保育所実習を控えてこの分
野に不安を抱いていると捉えることができる。
　このことにより指導計画の作成に関する指導を
充実させる必要があると考えられる。

　同様に言葉がけ等についても指導の工夫が必要
と考えられる。

　表5はカテゴリーⅣにおける下位項目の平均で
あり，グラフにしたものを図6として掲げる。

表5　カテゴリーⅣの自己評価と他己評価

保育所（自己評価） 保育所（他己評価） 幼稚園（自己評価） 幼稚園（他己評価）
Ⅳ−１表情の豊かさ 3.54 3.91 3.61 3.8
Ⅳ−２情緒 3.09 4.05 3.45 3.91
Ⅳ−３誠実さ 3.04 3.91 3.19 3.8
Ⅳ−４研究心 2.86 3.75 2.85 3.55

図６　カテゴリーⅣの自己評価と他己評価

保育所（自己評価）
保育所（他己評価）
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　各項目における保育所実習と幼稚園教育実習の
自己評価を比較すると，研究心はほぼ同じである
が，それ以外の項目は，保育所実習における自己
評価が低くなっている。幼稚園実習を終え，やや
厳しく自分自身を評価していると考えることが出
来る。

Ⅳ　結論
　今回，保育所実習と幼稚園教育実習における自
己評価と実習評価の関係を分析した結果，次のよ
うな傾向があることが分かった。
・……15の下位項目すべてにおいて，他己評価が自己
評価を上回っていた。
・……カテゴリーにおける自己評価は，他己評価の傾
向に類似しており，ある程度自己認識が出来て
いる。
・……カテゴリーⅡ子ども理解，カテゴリーⅢ保育技
術における自己評価は幼稚園実習よりも保育所
実習の方が低い。
・……保育所においては，特に下位項目である発達段
階および指導計画に関する指導の充実が必要で
ある。
　今回の知見を今後の指導に活かしていきたい。
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